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人型への眼差し
造型美術にみる‘‘肥満"と‘‘痩せ"(2) 
ー後期旧石器時代の彫像美術(II)

佐々木悠 1)*'熊谷秋三 1),2)

A Look at Human Body Structure, 

Obesity and Thinness in Fine Art (2) 

-Figurative arts in Upper Paleolithic Stone Age (II)一

Haruka SASAKI, MD,  PhD1) *, Shuzo KUMAGAI, PhD1)2) 

(Journal of Health Science, Kyushu University, 34: 69-74, 2012) 

人類は古代より“ヒトのかたち（人型）”に限りなく

惹かれてやまない存在であったに違いない。そのこと

は数万年前の先史時代からメタファーとしての人像が

人類の営為のなかで数多く残されていることで理解で

きる。

後期旧石器時代の丸彫り女性裸像は，男女の判別が

困難な像や細工が稚拙なものを含めると，ユーラシア

大陸の広大な地域に分布し，約 200体近くが出土して

いる（図 1) 1-3)。なかでも中心的地域である東欧やイ

タリアは，“グラヴィエット文化(Gravettian)", フラン

スでは“ペリゴール文化(Perigordien)"(別称グラヴィエ

ット文化）＂と深く結びついている。多くの小像の創

作年代は後期旧右器時代(BC30000-12000)に集中し，一

般的には豊満な体型が印象づけられているが，全ての

人像が今日いう肥満型を示している訳ではない。明ら

かな痩せと思われる裸像も少なくない（特にシベリア，

マルタ出土など） 1-3,6)。DuhardJP12lは個々の人型彫像を

検討し，異なる自然環境，生活スタイ）レ，食料資源の

相違が強く影孵しているとはいえ，現代ヨーロッパ女

性にも認められ，種々の臀部の形態を中心に類型化で

きるとしている。本論考中でも「ヴィーナス」”なる名

称を慣例のごとく繁用したが，そもそも，この名称は，

1864年ロージェリー・バス（仏）で発見された頭部，

腕，乳房もなく，性器のみが強調された小像に対し，

皮肉をこめて“淫らなヴィーナス(immodestvenus)" (因

5A)と呼ばれたことに端を発し，それ以降先史学者の間

でも自然と使用されるようになった。しかし，この総

称は“母”という普遍的な第一原理を矮小化するもので

単なる“ニック・ネイム”にすぎないとして反対する学

者も少なくない 3,6)。

代表的なヴィーナス像数例を提示してみたい（図

2A-D)。

レスピュークのヴィーナス(LespugueVenus) (図 2A&3)

は，フランス，ピレネー山脈の麓にあるガロン県， レ

スピューク洞窟で発見されたマンモスの牙製，高さ

14.7cmの彫像である。原型は発掘中に破損され，図 3

は復元されたものである。乳房は大きく垂れ下がり，

腹部を覆い腰の部位まで達し，あたかも二つの乳房を

細い腕で隠しているかのようにも見える。異常に大き

な臀部は脂肪臀 (steatopygia, ステアトパイジア） *3 
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図1. ヴィーナス像発見の分布図

旧石器時代当時（実線）と現在の海岸線と氷床（点付き斜線）で覆われた地域

（文献11,Bray GA, 2004を改変）

と呼ばれアフリカ起源のブッシュマン，ホッテントッ

ト族など関連し民族的な特徴とされた時期もあるが

31(図 4), 現在は否定的であり，エネルギー蓄積，側面

観を強調した像とされている 2), 巨乳に関しては図像

学的に病的な"massivebreast hypertrophy"5lとする説も

図2.A:"レスピュークのヴィーナス", フランス，ガ

ロニヌ県レスピューク出土，マンモス牙製，

高さ 14.7cm, ベルゴール期パリ ，人類博物

館

B:"ドルニ・ ヴェストニツのヴィーナス", 旧チ

ェコスロバキア， ドルニ・ヴィエストニツ・

出土，テラコッタ（セラミック製），高さ 11.5

cm, オリニャック期(BC25000-20000), ブル

ノ，モラヴィア博物館

C:"サヴィニアーノのヴィーナス", イタリ ア，

サルヴィニャーノ・ルズパナロ出土，蛇紋岩，

高さ 22.0 cm, オーリニアック期 (BC

3500-22000), ローマ，民族博物館

D:"グリマルディのヴィーナス", フランス，グ

リマルディ出土，凍石製，高さ 6.1cm, オー

リニアック期フランス，サン・ジェルマン・

アン・レー国立古代博物館

ある。抽象的に肉体を処理し，現代彫刻にも通じる朔

像であり，身体各部位は異常に大きな造形美で表現さ

れている。また小さな頭部はやや下方に俯き，両脚は

細く足先はない。前腕も細く粗略に描かれている。た

だ臀部下から膝裏にかけて 10本の縦線が走っており，
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先細りの下肢の流れを美的に表し，妊婦像とも関連づ

け“羊水”の流れ 6),スカー ト， エプロン様のものを表す

とする説もある凡肉体をこれだけデフォルメし得る

作者が顔貌を描く力量がなかったとは考え難く，肖像

としての意義はなく ，多産，繁栄，豊饒のシンボルと

して抽象的に創作されたものであろう。一方，ヴィー

レンドルフの小像と同様に表面がスムーズに磨かれ，

手掌内に快く収まることから何らかの性の側面を表す

玩具（初夜教育の道具）であったと，大胆な推察をす

る学者もある 5)。

図3:"レスピュークのヴィーナス”の再構成像（文献3

より）

図 4:脂肪臀症 (steatopygia)(Religion before Adam; 

http//www.lost-history.com/adam.phpより）

ドルニ ・ヴェストニッツェのヴィーナス(Venusof 

Dolni Vestonice ; 別名 Blackvenus, 図2B)は，セラミ

ック製（陶製粘土とマンモス骨灰の混合），旧チェコス

ロバキアのドルニ ・ヴェストニッツェ遺跡の住居址で

多数の骨片，フリント石器など複数の焼成粘土像の一

つとして発見された(1925)。巨大な乳房，腕は短く，両

脚は太く 2つに分かれおり ，性門ははっきりと描かれ

ていない。また稀な描写であるが顔面には小さな眼，

鼻が刻まれている 3,6) (例外的に明確な顔貌と髪型が繊

細かつ写実的に造作された“オーリニアック文化に属

する“ブラッサムプーイのヴィーナス”がある）（図5B),

腹部と下肢の間には分離されており 2つの素焼器を結

合されたものか，腰紐（帯）ようにも見て取れる。同

遺跡には動物の粘土模型を焼くための“窯,,も見出され，

この小像は粘上を使用した世界最古の素焼き製の彫像

（テラコッタ ；Te1rn cotta伊） *6とされ注目されている

4) 

図5.A:"淫猥のヴィーナス", フランス，ロージュリ

ー・ バス出土，象牙，高さ 7.8cm, パリ人

類博物館（体系世界の美術 1,学習研究社，

1973より）

B:"ブラ ッサムプーイのヴィーナス",フランス，

ランド県ブラ ッサプーイ出土，象牙，高さ

3.7cm, (2万5000年前），サン ・ジェルマン ・

アン・レー国立古代博物館（現生人類の起源，

東京化学同人， 1999より）

ローセルのヴィーナス(Venusof Laussel, 別称 ；角杯

を捧げる女）（図 6)は，オーリニアック ・ペルゴール

期を代表する，最も知られるレリーフ像である。ラス

コーに程近いドルドーニューのローセル岩陰遺跡（湿

窟入口の“聖処””と呼ばれる場所）で，精神科医 JGラ

ランヌ (Lalanne)によって発見された(1911)。岩壁を

素材とした板石浮彫が特徴であり，石灰岩製の高さ 43

CITI, 旧石器時代後期(BC20000-18000)のものと考えら

れる。豊かな曲線を示し，我々の視線を引きつけてや

まないものがある。 Y字型に描かれた太い大腿に比し
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下肢は小さく，豊満な乳房，陰門など性的特徴が誇張

されている。右手は豊饒の角（バイソン）を掲げ，左

腕は男性を導くかのごとく腹部（子宮）に添えられて

いる。右手に掲げる三日月型の角の意味付けに関して

は，現在なお種々議論がある叫角の表面には，はっ

きりした 13のノッチを認め，月経周期か，月経 13日

目の排卵日を示すとする説，出産の呪術に関連すると

する説，太陰暦歴に基づく 13回の月の満ち欠け（満月）

を表すとする説などの他，角笛，あるいは角杯（当時

の発酵性アルコール，獣油を満たす容器）であり，初

期の物質文化の現れを示すものとするなどである 1-3)0 

いずれにしろ，手 ・足，顔貌の細部が造作されていな

い点では，他のオーリニアック期の丸彫裸像と共通し

ている。同洞窟からは，他の数体の女性像に加え男性

と思われる像も一緒に出土している。このことは稀な

ことであり，その解釈には一考を要すると思われる。

図6 : "ローセルのヴィーナス",

フランス，ドルゴーヌ，ローセル岩陰遺跡出土，

石灰岩製，高さ 43cm, グラヴィエット（ペル

ゴール）期 (BC20000-18000), フランス，ボル

ドー，アキテーヌ博物館

サヴィニャーノのヴィーナス(Venusof Savignano 

図2C)は蛇紋岩製，高さ22.1cmと小像のなかで最も大

きく，イタリア北東部，サヴィニアーノ遺跡より建設

工事中の労働者によって偶然発見された。後期オーリ

ニアック文化に属する，ネアンデルタール人の創作と

考えられる (BC35000-27000)。ズキンを被ったような

独特の頭部（髪型？）を示し，乳房は突出し，腹部は

大きく，大腿部は豊満に描かれている。頭部と下肢は

尖った形で，顔貌の細部は表現されていない。明らか

に女性像でありながら男女を超越した朔像で，両端の

先細りしたフォルムは一見“男根”を暗示させ，“両性有

具(doublephallus)"とも解釈される”。

グリマルディのヴィーナス(Venusof Grimaldi, 別称；

操り人形；図 2D)はフランス，マントンに近接のグリ

マルディ涸穴でやはり労働者により発見され，オーリ

ニアック ・ペルゴール後期に属すると考えられている

が，どの地層から出土したかは判明していない。高さ

4.7 cm, 凍石（ステアタイ ト）に彫刻され， 足が細く ，

背が高い一見“痩せ”像に見てとれる。一方，側面像で

は，臀部は肢体から突き 出ておりいわゆる）I旨肪粋

(steatopygia), ステアトパイジアのヴィーナス像ともい

える（図 4)。

旧石器時代の美術は，ヴィーナス群（勧産美術）の他，

「洞窟壁画(Parietalart)Jといわれる深い洞窟の岩壁や

天井に躍動する動物群の生態を生き生きと描いた彩色

画，刻画 （ラスコー，アルタ ミラ美術など），ローセル

のヴィーナスのよ うに岩盤に彫られた 「岩陰浮彫」が

存在する。これら遺跡美術はフランス西南部，スペイ

ン北部に集中していることより，一括して旧石器時代

の美術を『フラ ン コ ・カンタブリア 美 術

(Franco-Cantabrian Art)』と総称される 1,2)。これらの小

像群は創作課程，素材・ 原料の相違，時間的，地理的

にも広い範囲に分布しており，個々の人像を眺めてみ

ると極めてヘテロな集団である。したがって，その創

作意図（モチベーション＆モチーフ）や背景を単一要

因に求めることは困難と思われる 3,4,6,7)。 しかし， それ

ら一群のデザインやフォルムには，極めて類似した共

通性が認められる 8)。ヴィーレン ド）レフ像でも述べた

ごとく造形的にも正面観を強調したタイプと側面観を

重視したタイプ（脂肪臀など）など，すでに立体描写

が取り入れられ観察者， 作者の視点が強く意識されて

いるように思われる。 Gamble8lは，図 7に示すごとく

腹部と性門は，同心円（円弧）に収まり，他の頭部や

下肢は徐々に縮小し，直線的な先細り形態を示してい

ることを指摘，これらの幾何学的な類似性は，当時の

狩猟採取社会における集団間に共通する精神構造の連

続性(conceptualframework, visual communication), ある

いはネットワーク（交易など）が存在していたことを

示唆するとしている。青柳 1)は正面像，側面像ともに

上半身と下半身の輪郭が鋭角二等辺三角形によって構

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



人型への眼差し：造型美術にみる“肥満”と“痩せ"(2)
73 

， 心~,,,....,し一,.. 如●嶋一けん心 ,,.,,c—ccC-.1•"""'•
T.,.~•, .. wri,J,<1-,w,,-.. 呻'・-・一'1.-.1.恥___., __°'"心•Ou岬"'· "'細祉a

図7: ヴィーナスに認めるフォルムとデザインの類似

性。上段； Lespugue, Kogtienl<l, Dolni Vestorice, 

Laussel, 下段： Willendorf, Gagarine(2 体），

Grimaldi各出土（文献8,Camble C., 1982より）

成されており，当時重要かつ万能の道具として使用さ

れていた握釜（ハンド ・アックス ；石核石器，打製石

器の一種）のタイプが人体の造作に影響していると推

定している（図 8)。

図 8:正面・側面像に於いても共通する一定の造型法

がある（左より Lespugue,Kostienki, Willendorf 

各出土）（文献1,青柳：人類文明の黎明と暮れ

方，講談社， 2009,P.83より）

一方， Rice7lは多数の小像の体型を検討し，生殖可能

な幅広い年齢層（生殖前期［思春期］，生殖期［妊娠，

非妊娠］，後生殖期）が造型されていることを指摘，単

に妊娠 ・出産に基づく母性表現(mother-hood,mother 

goddess)ではなく，むしろ小集団における食糧の採取者，

供給者，連帯意識のシンボルとしての女性，即ち広義

の女性性(woman・hood),女神(goddess), '4を表現して

いると強調している（無論，生命に関する人類最初の

表象は“母”である母神話を重視する学者も少なくない

6))。一方， Pontius10lは，64体を図像学的に分析， 75%

が肥満体型を呈し，更に腹部型 (abdominaltype)と臀

部型(glutealtype)に分類すると，その 85%が臀部型（下

半身，西洋梨型肥満）に属するとしている。今日の脂肪

分布 ((bodyfat distribution)と種々疾患との関連，アデ

ィポサイトカイン，代謝調節に関連する多くの知見 13)

を考慮すると先史時代に，かかる臀部 ・下半身肥満

(Vagueのいう gynoidadiposity)が生存やエネルギー蓄積

出産，授乳などに有利な“健康美”である ことを本能的

に知っていたのであろうか？“根源的な生命への憧れ”

の所産として，これらの人像が創作されたとすれば，

20世紀の肥満研究者， VagueJ (1947), Kissebah AH 

(1982), Bjomtrop P (1985), 松澤 (1992);(ヴィレンド

ルフ賞 ：国際肥満学会賞） 14)の数々の業績よりも数万

年前のことであり ，驚嘆に値することように思われる。

脚注

* 1: ヨーロッパでは後期旧石器時代の文化的下位区分
としてオーリニャック期，グラヴェット期（ペ

ルゴール後期），ソ リュートレ期マドレーヌ期

に分類している。洪積世，氷河期，氷河後期に

相当する。

*2:"ステレオパイジアのヴィーナス“と呼ばれ

ることあり。 日本の土偶にも認められるとの報

告あり (HudsonMJ et al:Anthropol. Sci.116: 87, 

2008)。

*3: 石器時代からはじめられ，粘土で作られた

素焼の朔像，皿，壺などの器物，瓦の総称。

*4: 宗教的な祭祀やイ義礼を行う場所。

*5: ヴィーナスはローマ神話の豊饒の女神に，ギリシ

ャ神話ではアフロデイテー，愛と美の女神の性

格を有する。

＊＊： 写真，所蔵は世界美術大全集(1995,小学館），

体系世界の美術(1973,学習研究社）などを参考に

した。
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